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表画像：岩佐又兵衛　浄瑠璃物語絵巻　MOA美術館蔵



「万葉の歌」
　 ● 構成・編曲　赤尾三千子   

「薄墨—義経の笛」
　 ● 構成・作曲　赤尾三千子

　 ● 横笛・歌　：赤尾三千子
　 ● 胡弓　　　：木場大輔
　 ● 二十五絃筝：伊藤麻衣子

　能楽堂　舞台監督：大澤裕（ザ・スタッフ）
　         　照明：大平智己（ASG）音響：金森祥之（オアシス）

東京・国立能楽堂 奈良・談山神社　権殿

赤尾三千子
日本古来の横笛である龍笛、能管、篠笛
の三種を独奏楽器として確立し、委嘱作
品など100曲以上のレパートリーを作り
上げる。静岡市文化財、鉄舟寺寺宝で
ある伝源義経所持の「薄墨の笛」を託さ
れ、演奏を続けている。「源九郎判官義
経為末代重宝薄墨云笛有御寄進」久
能寺（現鉄舟寺）縁起1342年
2018年3月、CD「乙女と若武者のための
レクイエム」発表 ALM RECORDS 

ALCD-117

芸術選奨文部大臣新人賞、中島健蔵
音楽賞、日本文化芸術振興賞他、受賞。

● 因幡万葉の歌
　 大伴家持（詩） 伊福部昭（作曲）　

● 波緒風
　 猿谷紀郎（作曲）

● 辞世
　 大津皇子（詩） ショスタコーヴィチ（作曲）

● 風をだに
　 鏡王女（詩） 赤尾三千子（作曲）　

● 独奏横笛のための天空の蛇
　 西村朗（作曲）

● 義経幻想  ● 薄墨  ● 衣川館

［曲目］［横笛］赤尾三千子の世界

津田塾大学
都営大江戸線
国立競技場駅

東京体育館

至新宿

津田塾大学

新宿御苑

2番
出口

東京メトロ副都心線

JR 中央
・総武

線

国立
能楽堂

1番
出口

首都高
速 4 号

北参道駅

JR 千駄ヶ谷駅

A5出口

A4出口

千駄ヶ谷駅前千駄ヶ谷駅前

石舞台
古墳

県道
155 号線

R 165 号線

談山神社
バス停

多武峰
バス停

桜井駅

JR桜井線

大和朝倉駅大福駅
香久山駅

飛鳥寺

安倍文殊院

聖林寺

談山神社

阿部交差点 薬師町交差点

近鉄大阪線

電車：JR・近鉄  桜井駅下車
バス：桜井駅南口より「談山
神社行」「多武峰行」談山神社
下車徒歩5分（バスは1時間に1本
です。（株）奈良交通ホームページで
ご確認ください。）
タクシー：桜井駅南口待機
車：無料駐車場有

東京都渋谷区千駄ヶ谷4-18-1

JR・中央・総武線  千駄ヶ谷駅  下車
徒歩  5分
（地下鉄をご利用の場合）
大江戸線  国立競技場駅  下車
A4出口から  徒歩  5分
副都心線  北参道駅  下車
出口1から  徒歩  7分

奈良県桜井市多武峰319

伊藤麻衣子
奈良県桜井市出身
大学在学中より演奏活動開始
桜井市音楽協会理事

木場大輔
淡路島出身
独奏楽器として胡弓の可能性
を追求し、様々な活動を展開


